
「新型コロナウイルス感染症対策」

花の苑新型コロナウイルス感染症対策研修会(その１ ｖ3)
花の苑 １階デイホール

社会福祉法人健生会特別養護老人ホーム花の苑

藤本 修平

1. 新型コロナウイルスと新型コロナウイルス感染症

2. 新型コロナウイルス感染症対策

3. ゾーニングとは

4. PPEの着脱

5. どうしても守っていただきたいこと

1. 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

は、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に

よって引き起こされます。

2. 新型コロナウイルスは、ウイルスです。

3. ウイルスは、生きた細胞の中でのみ増殖

します。人工の培地の上、食べ物などの

上でも増殖しません。

1. 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

は、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に

よって引き起こされます。

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）はSARS
やMERSウイルスの近縁のウイルスです。

小児が冬季などに罹患する「かぜ」の原

因となるヒトコロナウイルスとは、属の異

なるウイルスです。
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SARS
MERS

新型コロナ

毎年流行する
ヒトコロナ

ウイルスなど
新型インフルエンザも季節性インフルエンザと同様にコントロールできた（花の苑）

新型インフルエンザ（H1N1：2009年）を乗り切れたのは、高齢者にスペイン風邪
（H1N1: 1918年）に対する免疫があったからと考えている

1. 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

は、新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に

よって引き起こされます。

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）に免疫

のある人はほとんどいないので、新型イ

ンフルエンザのようなわけには行かない。

感染した個体

免疫のある個体

感受性個体

集団（社会的）免疫あり

免疫の無い集団

8
Brock Biology of Microorganisms, 
15th ed. Global Edition
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2. 新型コロナウイルスは、ウイルスです。

3. ウイルスは、生きた細胞の中でのみ増殖

します。人工の培地の上、食べ物などの

上でも増殖しません。

培地では培養できないので、不活化され

ているかどうかの実験に生きた細胞が必

要です。

放置すれば不活化されます

培地では培養できないので、不活化され

ているかどうかの実験に生きた細胞が必

要です。

→よくある、「検出された」「感染する可能性

がある」という報告には、PCRで遺伝子の有

無をだけ見ているのものも多いです。生き

た細胞を用いて実際の感染性を調べた実

験か、吟味する必要があります。

放置すれば不活化されます

→乾燥したプラスチック、ステンレス表面で

は4日後、銅の表面では1日後、段ボールの

表面では2日後には不活化されます。

（これは生きた細胞を用いた実験です）

→ちなみに、NITE（独立行政法人製品評価

技術基盤機構）の「新型コロナウイルスに対

する消毒方法の有効性評価」（後述）も生き

た細胞を用いた研究です。

これはインフルエンザウイルスです。よく似ていますね。

こっちがコロナウイルスです。
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envelope エンベロープ（外套）を持つウ

イルス（例：インフルエンザウイルス、コロ
ナウイルス）
アルコールや石鹸(界面活性剤）に弱い)

envelope エンベロープ（外套）を持
たないウイルス（例：ノロウイルス）

かぶり物 ＝ 外套： 脂質で石鹸、アルコールに弱い

実はどちらも、「かぶりもの」をしていて、アルコールや石け

んに弱いんです

新型コロナウイルス感染症（COVID-19） 診療の手引き・第 2.1 版より

潜伏期間（せんぷくきかん）

感染 発症

潜伏期間
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1. 潜伏期は、1～14日とされるが、平均5日弱。

2. 発症前のウイルス排泄についても諸説あるが、3日前くらいから一定量の排泄が

あるとされる（平均発症間隔；感染してから次のヒトを感染させるまでの期間は、

およそ4日あるいはそれ未満とされる；発症日前後に多くの感染が起きる）。

3. 発症後、5日程度は多くのウイルス排泄があり、10日までは、培養細胞をもちい

て検出可能である。

4. 痰においては発症後、10日目までは、ウイルス増殖を示すsubgenomic mRNAを

検出できるが、咽頭からは、5日目までのみ検出できる。便からは、同mRNAは検

出できない。

5. 発症1週間後以降は、ウイルス排泄があっても感染性は無いとするデータもある。

治癒?感染 発症
14日0日 7日

発症
5日

治癒?
12日2日

73
7

10
感染の危険

濃厚接触者

観察期間（不顕性感染を加味しても２週間）

PCR陰性でも、健康観察期間開始から2週間行
動制限をお願い（行動自粛の要請）

感染の危険

患者の直接の濃厚接触者で無ければ、行動制限し
ないのが「原則」。本人の不利にならないように。その家族

平均発症間隔 （serial interval）

Nishiura, H., Linton, N. M., and Akhmetzhanov, A. R. "Serial 

interval of novel coronavirus (COVID-19) infections.", (2020) Int J 
Infect Dis, 93, 284-286.

平均発症間隔 （serial interval）
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大磯町城山公園のポスター

新型コロナウイルス感染症対策について

1. 新型コロナウイルス感染症がどのように感染するのかについては、現時点では、

飛沫感染（ひまつかんせん）と接触感染の2つが考えられます．

（1） 飛沫感染

• 感染者のくしゃみや咳、つばなどの飛沫と一緒にウイルスが放出

• 別の人がそのウイルスをロや鼻から吸い込み感染

※主な感染場所： 学校や劇場、満員電車などの人が多く集まる場所

（2）接触感染

• 感染者がくしゃみや咳を手で押さえる

• その手で回りの物に触れて、ウイルスがつく

• 別の人がそのものに触ってウイルスが手に付着

• その手で口や鼻を触って粘膜から感染

※主な感染場所： 電車やバスのつり革、ドアノブ、スイッチなど

2. 一人ひとりができる新型コロナウイルス感染症対策

○ 咳エチケット（マスクの着用）

標準予防策

標準予防策は感染症の病態に関わらず、すべての患者のケア

に際して適用される。感染経路別対策に先立って基本的に遵

守すべき手順である。以下の対策は患者の血液、体液、排泄

物、あるいは傷のある皮膚や粘膜を扱うときの感染予防策で

ある。

(感染症の有無、感染症があった場合も、その感染症がなんである

かに関わらず全ての患者さんに適応する。）

１．手袋と手洗い

２．ガウン、マスク、ゴーグルの着用

３．注射針や血液付着物の処置

４．職員安全対策

2m以上

水分が蒸発

して微細な粒

子になって

口・鼻・目・傷のある皮膚/粘膜

から侵入

体液・汚物そのもの、それ

らや飛沫に汚染された身

体・物品など

https://www.kango-
roo.com/ki/image_1
345/ （看護roo!) を
改編
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飛沫感染

空気感染

飛沫核
droplet nuclei
直径 ≦５μm

飛沫
droplet
直径 ＞５μm

水分
(周囲)

水分が蒸発

飛沫感染

空気感染

飛沫核
droplet nuclei
直径 ≦５μm

飛沫
droplet
直径 ＞５μm

水分
(周囲)

水分が蒸発

ゾーニング（区域分け）：ゾーンの定義

ゾーン（区域） レッドゾーン イエローゾーン グリーンゾーン

状態 汚染されている

汚染されている、

または、

感染を受ける可能

性がある

安全

定義

患者の2m以内に

近づく、直接接触

する、体液、排泄

物に接触するか飛

沫に曝露する。

間接的な接触の可

能性がある。

（患者の2m以内に近

づくことはない。体液、

排泄物に直接接触

せず、飛沫にも曝露

しない。）

施設内の他の場

所と同じ

個人防護具
（PPE）

サージカルマスク・ガ
ウン・キャップ＋必要
時フェイスシールド
（すべて単回使用）

サージカルマスク

（レッドゾーンのマス
クはここで廃棄）

サージカルマスク

2020年4月21日(火) 花の苑 藤本
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グリーンゾーンレッドゾーン イエローゾーン

汚染されている、
または感染を受け
る可能性がある

汚染されている

マスクを外す
＋

消毒

作業

マスク以外の
PPEを外す

＋
消毒

PPEを装着する

安全

退出

入域

人の動き

グリーンゾーンレッドゾーン イエローゾーン

汚染されている、
または感染を受け
る可能性がある

汚染されている

物品の消毒
マスクを外す

＋
消毒

利用

封じ込め/消毒
マスク以外のPPE

を外す＋消毒

仲介または
PPE装着

安全

手渡し
置き渡し

物品の動き

手渡し
置き渡し

グリーンゾーンレッドゾーン イエローゾーン

汚染されている、
または感染を受け
る可能性がある

汚染されている

物品の消毒
マスクを外す

＋
消毒

利用

封じ込め/消毒
マスク以外のPPE

を外す＋消毒

仲介または
PPE装着

安全

手渡し
置き渡し

物品の動き

手渡し
置き渡し

医療廃棄物はレッドゾーンに入った直後に、指定の容器の密閉、容器のアルコール消

毒をしてイエローゾーンに移し、イエローゾーンでさらにアルコール消毒、袋詰めを行う。

レッドゾーン イエローゾーン グリーンゾーン

グリーンゾーン
イエローゾーン

レッドゾーン

イエローゾーン

新型インフルエンザ（2009年）流行時 精神科病棟での事例
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居室

レッドゾーン

イエローゾーン

廊下（グリーンゾーン）

ゴ

手

ゴ

PP
E

手

手

手指消毒

廃棄箱

もう少しイエロー
ゾーンを広くして

をゾーン内に入れ
る必要がある

ゴ
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疑い例の発生時には、個室管理とする。個室のないユニッ

トでは、大部屋を開けて個室とする。疑い例を同室にまとめ

るコホーティングは行わない。ゾーニングを行う。

やむを得ず、疑い例を大部屋で隔離することが必要な場合

は、自らベッドからおりることがないことが確実でトイレの使

用も無い疑い例に限り、それぞれに、レッドゾーン、イエ

ローゾーンを設定して、それぞれの疑い例ごとにPPE（個人

防護具）の脱着を適切に行う必要がある。

花の苑新型コロナウイルス感染症対策研修会（その1）v3      - P 10/12 -



マスク着用

手洗い（手袋交換）

首から上を触らない
のために外出をしない ！！

しなくても良いこと

今日しなくても良いこと

不要不急の外出をしない

（ソーシアル ディスタンシング）

２メートル離れる

一間（いっけん）離れる

離れる

畳の向こうとこっちの距離離れる

他の感染症を絶対に出さない
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